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自己紹介

● ウェブ情報学の研究者（2005〜2019）

○ インターネットのコミュニケーション

■ ブログ・SNS・Wikipedia

○ インターネットとAI

■ コンピュータが「理解できる」情報のかたち

■ セマンティックウェブ・LOD・知識グラフ

○ インターネットと学術コミュニケーション

■ 論文・書籍の検索エンジンCiNii

■ NACSIS-CAT/ILL

● JAPAN/MARCとの相互運用性（CAT2020）
国立国会図書館サーチ書影API
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https://ci.nii.ac.jp/
https://ndlsearch.ndl.go.jp/help/api/thumbnail


自己紹介

● デジタル人文学の研究者（2019〜）

○ デジタルアーカイブ構築の「民主化」

■ 大江健三郎文庫

○ 文化資源の検索エンジン

■ メディア芸術データベース

● マンガ・アニメ・ゲーム

■ 全国美術館収蔵品サーチ

● 近現代の美術作品・作家

○ 人文学のDX・人文学とAI

国立国会図書館サーチ書影API
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https://oe.l.u-tokyo.ac.jp/
https://mediaarts-db.artmuseums.go.jp/
https://artplatform.go.jp/ja/resources/collections
https://ndlsearch.ndl.go.jp/help/api/thumbnail


書誌の将来像：アクセス・ポイントからターゲットへ

● 情報行動の結果として（最終的に・中間的に）アクセスされるべき地点を識

別する

○ 内容自体を検索対象とする情報技術の進展

■ OCRを用いた全文テキスト化

■ 画像からの説明文生成

● 例：次世代デジタルライブラリー

○ 人間の認知限界

■ 断片的かつ大量の検索結果を把握できない

■ コンテキストを理解するための「出版物」「出版行為」

○ 「いつ・どこで・誰が・何を」を記録するタイムスタンプ
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書誌の将来像：タイムスタンプとヒストリー

国立国会図書館サーチ「大向一輝」 大向一輝 | CiNii Research
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書誌の将来像：タイムスタンプとヒストリー
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役割は？

何の
お金で？

どの
部分を？

誰と？

その後の
展開は？

国立国会図書館サーチ「大向一輝」 大向一輝 | CiNii Research
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つながる書誌

図書館総合展2015 PIDs and their metadata promote Open Science
CC BY 3.0 PID Competence Center
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https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2021-02/lf_ohmukai_20151112.pdf
https://projects.tib.eu/pid-service/en/persistent-identifiers/persistent-identifiers-pids/


つながる書誌2.0

● 外部データベースとの相互連携

○ 永続的ID（PIDs）のネットワークに参加する

■ 著者ID・機関ID・プロジェクトID…

● タイムスタンプの対象を拡張する

○ 書誌の内側にあるターゲット

■ 例：学術書の各章を単体の論文と同じ扱いにする

● 人文学における評価の枠組みと一致させる

○ 書誌の外側にあるターゲット

■ 例：著作の時系列的変遷を明示する

● 文庫化・全集化・シリーズ・続編…

● 目的指向の設計と実践
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つながる書誌のプラットフォーム

● 全国書誌データの内容を拡充すべきか？

○ Yes, but…

● 環境整備とインセンティブの提示

○ 書誌内書誌の記述方法・ID参照方法・公開方法

■ データはそれを必要とする人がすでに作っている

○ 情報サービスのプロトタイピング

■ 「うまくいった未来」を先取りする

● ファシリテーターとしてのライブラリアン
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